
3研究サイクルと論⽂出版
査読付き論文を中心とした研究の生態系とビジネス
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• 査読付き論文の蓄積は、知を積み上げ科学を発展させてきた(on the shoulders of giants)
• 査読付き論文は研究者コミュニティにおける“通貨”の役割を果たしている
• 良い論文（通貨）をどれだけ持っているかが、評判、昇進、研究費獲得と密接につながっている

研究者

先行研究
先行研究
先行研究
先行研究

先行研究
先行研究
先行研究
先行研究

新しい知見草稿
(プレプリント) 投稿論文

研究者
（査読者）研究者

第3者による査読（ピ
アレビュー）

主に出版者の活動主に研究者の活動

近しい研究者による
事前ピアレビュー 引用着想

編集・出版

図書館

研究

購読

論文
論文
論文

ある知の体系

論文
論文
論文

ある知の体系業績報告書等

私の貢献！

出版者の
ビジネスチャンス

最新の質の高い情報をできる
だけ早く手に入れたい受信の
動機（→購読費）

お金を払ってでも論文を出し
たい発信の動機（→APC）

査読済み
論文

できるだけハイインパクトのジャーナルに載せたい ハイインパクトのジャーナルを作りたい

NISTEP 林和弘室⻑ 資料（2022.11.10）より
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検証
思考

論文流通

理論/
数値計算
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論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

機関リポジトリ

実験
計測

データ
処理

客観性の獲得

論文採択
編集価値

著者版の公開

モチベー
ション

研究公正

ジャーナル問題

論文のエビデンスデータ
のオープン化

研究リテラシー

大学における研究のライフサイクルの構図の変化(2010年代前半）

KURENAI
JAIRO
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エビデンスデータの保証

オープン化

イン
テ
グ
リテ
ィ

出版社，機関による
研究データの囲い込み

ハゲタカ論文
の問題

主
戦
場

京都⼤学 引原隆⼠理事 資料（2022.11.17）より
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Wiley掲載論文にみるOA化が研究成果に与えるインパクト

1. WILEY “Wileyのデータで見るオープンアクセス(OA)論文出版の利点” 

353%

OA

OA

OA

購
読

購読

購読
平均Web
セッション数

平均フルテキスト
DL数

平均
被引用数

76%

206%

80%

Wileyが出版するOA論文(フルOA＋ハイブリッドOA)の出版後4年間のパフォーマンス比較調査結果(2015-2020)*1

Altmetricアテンションスコア
SNSやマスメディアによるメンション数などを含め
論文の社会的な影響度を測る指標

OA化で一般社会に対するPR効果も

5研究⼒「発信」としての論⽂のオープンアクセス（OA）出版

Wiley Green External 2021-10.potx
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オープンアクセスと論文被引用数の増加

1. Heather Piwowar The state of OA: a large-scale analysis of the prevalence and impact of Open Access articles (2018) https://peerj.com/articles/4375/
2. SPARC Europe The Open Access Citation Advantage Service (OACA) https://sparceurope.org/what-we-do/open-access/sparc-europe-open-access-resources/open-access-citation-advantage-service-oaca/
3. Allison Langham-Putrow Is the open access citation advantage real? A systematic review of the citation of open access and subscription-based articles (2021) 

https://doi.org/10.1371/journal.pone.0253129
4. 日本学術振興会 科学研究費助成事業ウェブサイト https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/08_openaccess/index.htmlarticles

PROPRIETARY & CONFIDENTIAL

OACA: Open Access Citation Advantage
論文をOAにして誰でもアクセスできるようにすることで
利用される可能性が高まった結果、被引用回数も増加する

ハイブリッドOA フルOA非OA
(要購読)

0.90

1.31

0.83

異なる出版タイプ別の被引用指標の比較*1

(出版社等を問わずランダムに抽出された、WoS収録の
2009-2015年、DOIを持つ100,000論文がサンプル)

OACAが認めら
れた研究結果数

(46)

購読論文とフルOA論文を比較すると
フルOA論文の数値は低い
→フルOA誌は刊行から間もない
タイトルが多い一方、評価を
確立した著名なジャーナルの
多くは購読誌であるから？

ハイブリッドOA論文(購読誌に掲載さ
れ著者がAPCを支払うことでOAに)
は1.31となり平均より30%多くの引
用を受けている。

SPARC Europe*2

The Open Access Citation
Advantage Service (OACA)

OACAが認められな
かった研究結果数

(17)

OACAが認めら
れた研究結果数

(64)
OACAが認められな
かった研究結果数

(37)

特定条件内でOACAが
認められた研究結果数

(32)

Allison*3

Is the open access
citation advantage real?

結論なし
(7)

論文を発表した研究者自身にとっても、自らの研究成果に関する
情報発信力が高まり、様々な利点が期待されます。例えば、少し
古いデータになりますが、物理学の分野で、同じ学術誌に掲載さ
れた論文の被引用数についてOA論文とそれ以外を比較すると、
約2.5～5.8倍の差があったとする報告があります。

日本学術振興会*4

結論なし
(1)



6各国のOA論⽂の割合⽐較

Source: Clarivate Analytics WoS収録論文(全出版社)を対象, Wiley調べ
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2016 2020

グローバル平均: 35.3% (2020)

⽇本はグローバル平均以上のOA論⽂の割合を維持しているが、
政府や研究助成機関の⽅針を背景に欧州各国のOA化率の伸びが顕著

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%



7分野別OA論⽂数の伸び率⽐較 Global vs. Japan

Source: Clarivate Analytics WoS収録論文(全出版社)を対象, Wiley調べ Wiley Green External 2021-10.potx
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分野別OA論文数の伸び率比較 – Global vs. Japan

PROPRIETARY & CONFIDENTIAL

Global
* 2019-2020 growth rate

Japan

MULTIDISCIPLINARY
SCINCES

↑13.4%

CHEMISTRY,
MULTIDISCIPLINARY

↑33.7%

GENERAL & INTERNAL 
MEDICINE

↑21.6%

MATERIALS SCIENCE,
MULTIDISCIPLINARY

↑39.3%

BIOCHEMISTRY & 
MOLECULAR BIOLOGY

↑28.4%

MULTIDISCIPLINARY
SCINCES

↑5.2%

CHEMISTRY,
MULTIDISCIPLINARY

↑15.0%

GENERAL & INTERNAL 
MEDICINE

↑8.3%

MATERIALS SCIENCE,
MULTIDISCIPLINARY

↑14.4%

BIOCHEMISTRY & 
MOLECULAR BIOLOGY

↑16.7%
Source: Clarivate Analytics WoS収録論文(全出版社)を対象, Wiley調べ

複合科学
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化学 医学 材料科学 ⽣化学・分⼦⽣物学


